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2025年 7月 24日  

公益財団法人東京都歴史文化財団 

アーツカウンシル東京  

 

2025年度 伝統芸能体験活動助成 

対象事業決定のお知らせ 

公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京では、東京の芸術文化の魅力を向上させ、世界に発信

していく創造活動や、地域の文化や伝統芸能の振興、社会や都市のさまざまな課題に取り組む芸術活動を支援してい

ます。 

このたび、2025年度 伝統芸能体験活動助成の対象事業を決定いたしました。 

今回は、38件の申請があり、20件を採択いたしました（採択率 52.6%）。助成予定総額 11,863千円です。 

■ 2025年度 伝統芸能体験活動助成 採択事業 一覧 

申請 38件、採択 20件 

 
・助成対象期間：2025年 9月 1日以降に開始し、2026年 8月 31日までに終了する事業 

申請者名 申請事業名
交付決定額
（単位：千円）

一般社団法人玉の緒会 3カ月で三味線できるかな？新宿2026 570

長燁会 能を知ろうワークショップ 361

特定非営利活動法人都一中音楽文化研究所 一中節伝統芸能稽古体験 480

公益財団法人大田区文化振興協会 和っく和っくな学び舎2025～日本文化にふれる 725

和ごと株式会社 楽しく体験　演奏の出来る　和ごとふれあいコンサート　第6弾 698

練馬区華道茶道連盟 いけばな＆茶道　わくわく入門講座 524

潤星会 日々を彩る能楽お稽古体験2026―あなたは謡う？それとも舞う？― 963

一般社団法人タタスポポン 気軽に！楽しく！伝統芸能！　PONと小鼓教室in浅草2026 1,000

地唄舞ラボ21 地唄舞にチャレンジ 400

一般社団法人古流東洋会 働く人と学ぶ人のための平日夜の華道体験講座 438

合同会社則重則秀の会 豊かな心を育む狂言・はじめての体験(仮) 729

一般社団法人国際伝統文化協会 一般社団法人国際伝統文化協会 119

和楽器アンサンブル真秀
「お寺で響く和の音体験」東村山・正福寺で学ぶ箏と尺八　大人も子どもも楽しめ

る講座全10回＋発表会
877

新内・如月派 今年こそ！三味線に触れてみませんか？2026 579

一般社団法人もんてん 日本の伝統音楽体験教室　～箏、琵琶、能・謡～ 1,000

一般社団法人伶楽舎 雅楽・歌物講習会 370

公益社団法人宝生会 能楽堂で2言語稽古体験プログラム 1,000

鼓萌の会 小平おはやし教室 324

あさがや能・狂言の会 2026年度 あさがや 子ども能講座 247

一般社団法人柔和の会 手ぶらで三味線＆長唄＆茶道お稽古 459

WEB掲載用（ニュース＆助成ページ） 
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■ 2025年度 伝統芸能体験活動助成 採択結果の概況 

昨年度から新たに助成対象種目となった華道、茶道、書道を含め、長唄（唄・三味線）、新内（浄瑠璃・三味線）、能

楽（謡・能楽囃子・狂言）、邦楽囃子、尺八、箏曲・地歌、雅楽、日本舞踊、琵琶、一中節その他、幅広い種目の申請が

ありました。 

当助成に初めて申請する団体からの申請事業は 23件で、そのうち 11件が採択されました。審査にあたっては当助

成プログラムの趣旨に則り、実技体験を主とする事業であるか、公募ガイドラインの「対象となる種目」に該当するか、

同じひとりの参加者が複数回にわたって実技体験を行う内容となっているかを重視しました。また、事業の終了後に参

加者を継続的な実技体験の実践（お稽古）につなげるために、申請団体が通常行っていることとは異なる工夫が施され

ているか、参加対象が的確に想定され、対象者に適した広報手段が取られているか等も考慮して採択事業を決定しま

した。 

採択された事業では、団体が参加者に伝えたい伝統芸能の特質や価値が示されており、未経験者でも取り組みや

すい体験設計（演目・曲の選出、楽器のレンタル等）がされていました。一方で、体験の具体的内容が不明瞭な事業や、

通常のお稽古と変わらない構成、予算の使途が不明確な事業は採択に至りませんでした。 

申請時の提出書類として申請団体の「前年度の会計書類」が必須となっていますが、任意団体でご申請の場合は、

会計書類として団体の収支決算書をご提出ください。他の助成機関から受けた助成又は委託事業の実績報告書は、

団体の収支決算書とは認められませんのでご留意ください。また、一度不採択となった事業でも再申請することが可能

です。内容等の見直しや、対象となる事業の実施期間をご確認の上、次回以降のご申請をご検討いただきますようお

願いします。 

 

■ 審査のプロセス 

以下の審査のプロセスによって、採択を決定しています。 

提出された申請書類をアーツカウンシル東京が精査し、事前調査や外部有識者の意見等を踏まえて助成課長が評

価案及び採択原案を取りまとめます。その後、アーツカウンシル東京機構長の審議を経て、公益財団法人東京都歴史

文化財団が決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本リリースに関するお問い合わせ＞ 
公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京 企画部広報課 広報担当：長澤、柳生 

TEL：03-6256-8432 E-mail：press@artscouncil-tokyo.jp 

https://www.artscouncil-tokyo.jp/ 

 

＜本事業に関するお問い合わせ＞ 
公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京 活動支援部助成課 担当：玉虫、西本 

TEL：03-6256-8431 E-mail：josei@artscouncil-tokyo.jp 


